
 

 

 

 2022 年 5 月 10 日 

各  位 
会 社 名  オ ー ベ ク ス 株 式 会 社 
代 表 者 代表取締役社長 栗原 則義 
(コード：3583 東証スタンダード市場) 
問合せ先  取締役管理部長  塚越 孝弘 

(TEL：03－6701－3200) 

 

 

新中期経営計画の策定に関するお知らせ 
 

当社は、2022 年 5 月 10 日の取締役会において、第 138 期（2023 年 3 月期）を初年度とする 3 ヵ年

の中期経営計画を策定・決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

2022 年 3 月期の連結業績は、コロナ禍の影響を受けながらも、売上高 5,486 百万円（前期比 15.5%増）、

営業利益 706 百万円（前期比 166.2%増）、親会社株主に帰属する当期純利益 536 百万円（前期比 366.7%

増）となりました。新型コロナウイルスの世界的な感染拡大の影響による受注減少のため、2020 年 8 月

に前中期経営計画の定量目標を取り下げましたが、諸施策を確実に実行することで最終年度の定量目標

「連結売上高 6,100 百万円、連結営業利益 650 百万円」に対して、営業利益は当初計画を上回ることが

できました。 

 事業を取り巻く環境は、ロシアによるウクライナ侵攻や北朝鮮問題などの地政学的リスクの高まり、

長引くコロナ禍の影響、国内では少子高齢化や SDGs への意識の高まりによる消費行動の変化など、大

きく変化しております。このような経営環境に対応するため、新中期経営計画（オーベクスビジョン 2024）

では、「新市場（スタンダード市場）において持続的成長と企業価値向上を具現化する」を基本方針とし、

「Change + Update チェンジ プラス アップデート」をスローガンに掲げ、サステナブルな経営基盤

の確立と社会に支持されるカンパニーの実現に向けて、全社一丸となって取り組んでまいります。 

 

 

 当中期経営計画の内容の概要につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

 

以 上 

 





当社の創業者である渋沢栄一は、著書である『論語と算盤』の中で「富を成す根源は何かといえば、仁義道徳、正しい道理の富でなけれ
ば、その富は完全に永続することができぬ。」と述べています。
その理念を受け継ぐ当社は、企業の存在価値を「どんなに技術が進歩し、さらに高度な時代になろうとも、人と社会に対する正しい貢献の
在り方」と考えています。

人と社会に正しい貢献を。

いつの時代も、可能性をあきらめず、まっすぐに。

当社は、明治・大正・昭和・平成と社歴を積み重ねてきました。その間、戦争、度重なる恐慌、大震災、戦火による全工場の焼失、
中折帽子の斜陽化、石油危機、バブル経済崩壊など幾多の試練に直面してきましたが、先人たちは、誠実さと不屈の精神で活路を
切り開いてきました。この誠実さと不屈の精神は、私たちの誇りであり、かけがえのない財産として受け継がれています。

「より役立つもの、より優れたもの」を。

当社は、豊かな社会づくりに貢献するため、「より役立つもの、より優れたもの」を常に追求しています。これらを実現するためには、
アイデアを生み出す「企画開発」、それを実用化する「技術開発」、安定した製品を生み出す「生産技術」、より品質を高める
「品質管理」のどれひとつをとっても欠かせないものであると考えています。「より役立つもの、より優れたもの」を生み出すために
長年受け継がれてきた誠実さと不屈の精神で日々モノづくりに取り組んでいます。

モノづくりを通じて拡がる未来へ。

当社の社名であるAuBEX（オーべクス）は、黎明、曙を意味するフランス語の“ＡＵＢＥ”と可能性、未来の意味合いを持つ“Ｘ”とから
なる合成語であり、「新しい可能性への曙」「拡がる未来」を意味しています。
豊かな社会づくりに貢献する企業を目指し、これからも誠実さと不屈の精神をもって、モノづくりを通じて
「人に想いを伝える。人の想いに応える。」企業として、その未来を拡げていきます。

経営理念

真心をこめて、暮らしに欠かせない文化と科学を提案することにより、

豊かな社会づくりに貢献できる企業を目指します。





第７次中期経営計画レビュー









第８次中期経営計画

2022年度～2024年度























【注意事項】

本資料の計画は、現時点において当社が把握可能な情報から判断した予想値となります。
実際の業績は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。


